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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送予定の複数の番組それぞれの放送源、放送開始時間、放送終了時間、およびジャン
ルを示す情報を含む番組情報が多重化された放送信号を受信して、該番組情報に基づいて
、記録装置に該複数の番組の内の一つ以上の特定の番組を予約記録させる予約記録制御装
置であって、
　前記記録装置に予約記録する前記特定の番組を放送する放送源を選択して前記放送信号
を受信させて該特定の番組を予約記録開始および予約記録終了させる時間を制御する予約
記録制御手段と、
　前記選択された放送源が前記特定の番組の放送開始時間より早くに、ジャンルがスポー
ツで放送時間が延長される可能性がある番組を放送する場合には、前記ジャンルがスポー
ツで放送時間が延長される可能性がある番組を予め妨害候補番組として検出し、前記妨害
候補番組に基づき前記特定の番組を予約記録終了させる時間を所望の時間だけ遅延させる
予約記録制御補正制御手段とを備える予約記録制御装置。
【請求項２】
　前記予約記録制御補正制御手段に、任意の時間を入力できる入力手段をさらに備え、ユ
ーザが前記所望の時間を設定できることを特徴とする、請求項１に記載の予約記録制御装
置。
【請求項３】
　前記所望の時間は０を含むことを特徴とする請求項２に記載の予約記録制御装置。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、放送される映像信号の予約記録を行う予約記録装置に関する。更に詳述すれ
ば、本発明は放送される映像信号、音声信号、或いはデータ信号を予約記録する予約記録
装置の記録動作を制御する予約記録制御装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　近年、文字多重放送を利用し、放送が予定されている個々の番組の内容を表す情報（以
下、「番組情報」と称す）から成る番組表情報を、垂直帰線期間に重畳して放送するサー
ビスが予定されている。このサービスを利用すると、放送波に重畳されている番組表情報
を受信側でデコードすることで、放送予定の番組の放送局、放送日、放送開始時間、放送
終了時間、および放送番組のジャンル等の番組情報を知ることができる。従って、予め番
組情報を蓄積しておき、その蓄積された番組情報に基づいて、ユーザは所望の番組の放送
開始に応じて録画するように録画装置を設定（以下、「録画予約」と称す）することによ
って、所望の番組を自動的に録画（以下、「予約録画」と称す）できる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　番組情報において、番組の放送時間を表す放送時間情報は、放送開始時間と放送終了時
間で表される。放送時間情報を利用して録画予約設定をした場合に、録画予約された番組
(以下、「録画予約番組」と称す)の放送開始時間以前に放送開始された番組が、その放送
終了時間にも関わらず延長されて放送されることがある。この様な事態は、例えばスポー
ツ中継番組でよく生じる。
　このように、録画予約された番組より先に放送開始された番組（以下、「先放送番組」
と称す）が、その終了時間を超えて、その放送時間が延長されて放送されることによって
、延長された放送時間だけ録画予約番組の放送開始が遅延される。つまり、録画予約番組
に対する先行番組の延長時間だけ、録画予約放送の放送時間帯がずれる。
　しかし、上記のような録画装置では、録画予約番組の予約録画開始時間および予約終了
時間は、先行番組の延長に応じて更新されない。その結果、先行番組がスポーツ中継の延
長のように延長された場合、録画予約番組が延長された時間分だけ録画されないという問
題が生じる。
　本発明は、このように録画予約番組に先行して放送される番組が、その本来の放送終了
時間を超えて延長放送される可能性の有る場合には、ユーザの判断により、録画予約番組
の録画終了時間を所定の時間だけ延長して、録画予約できる予約記録制御装置を提供する
ことを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段および発明の効果】
　本発明の第１の発明は、放送予定の複数の番組それぞれの放送源、放送開始時間、放送
終了時間、およびジャンルを示す情報を含む番組情報が多重化された放送信号を受信して
、番組情報に基づいて、記録装置に複数の番組の内の一つ以上の特定の番組を予約記録さ
せる予約記録制御装置であって、
　記録装置に予約記録する特定の番組を放送する放送源を選択して放送信号を受信させて
特定の番組を予約記録開始および予約記録終了させる時間を制御する予約記録制御器と、
　選択された放送源が特定の番組の放送開始時間より早くに、ジャンルがスポーツで放送
時間が延長される可能性がある番組を放送する場合には、前記ジャンルがスポーツで放送
時間が延長される可能性がある番組を予め妨害候補番組として検出し、前記妨害候補番組
に基づき特定の番組を予約記録終了させる時間を所望の時間だけ遅延させる予約記録制御
補正制御器とを備える。
　上記のように、本発明の第１の発明においては、先に放送される番組の為に放送開始時
間が遅れる可能性のある所望の番組を記録予約する場合にも、そのような先に放送される
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番組の内容に応じて、記録予約時間を所望の時間だけ延長することによって、最後まで所
望の番組を予約記録できる。
【０００５】
　本発明の第２の発明は、第１の発明において、予約記録制御補正制御器に、任意の時間
を入力できる入力器をさらに備え、ユーザが前記所望の時間を設定できることを特徴とす
る。
　上記のように、本発明の第２の発明においては、不要な番組を記録する時間をユーザが
決定できる。
【０００６】
　本発明の第３の発明は、第２の発明において、所望の時間は０を含むことを特徴とする
。
　上記のように、本発明の第３の発明においては、予約記録時間を延長しないこともでき
る。
【０００７】
【発明の実施の形態】
　本発明の実施例について、図面を参照しながら詳細に説明する。
（第１実施例）
　図１、図２、図３および図４を参照して、本発明の第１の実施例にかかる予約記録制御
装置を組み込んだ予約記録装置について説明する。本発明において、予約記録装置とは、
有線あるいは無線に限らず、情報源から放送或いは配信されてくる音声信号、映像信号、
コンピュータデータ等のデータ信号から構成される番組放送を、実際に放送される前に指
定しておくことによって、実際の放送時に自動的に番組の内容を記録媒体に記録する装置
を意味している。なお、本明細書中においては、このような放送番組を構成する信号を番
組信号Ｓｐと称する。
【０００８】
　図１に示すように、本例における予約記録装置ＴＲＡ１は、記録装置５２、予約記録制
御装置ＴＲＣ１、表示器５５、および操作入力器５６を含む。操作入力器５６は、リモコ
ンのようにユーザが操作して、ユーザが記録したい番組の記録予約指示を予約記録制御装
置ＴＲＣ１に伝える記録予約指示信号Ｓｃを生成する。
　予約記録制御装置ＴＲＣ１は、外部の多重放送波デコーダ（図示せず）に接続されて番
組情報Ｉｔの入力を受けると共に、操作入力器５６に接続されて指令信号Ｓｃの入力を受
ける。予約記録制御装置ＴＲＣ１は番組情報Ｉｔに基づいて今後放送が予定されている番
組の内で、記録予約する番組（以下、「記録予約番組Ｓｒｐ」と称す）の内容を示す番組
表情報Ｉｐｔを生成する。さらに、予約記録制御装置ＴＲＣ１は、番組表情報Ｉｐｔおよ
び記録予約指示信号Ｓｃに基づいて、記録予約番組Ｓｒｐを特定する記録予約番組表情報
Ｉｐｔｓを生成する。
【０００９】
　この記録予約番組表情報Ｉｐｔｓと前記番組情報Ｉｔに基づいて、予約記録制御装置Ｔ
ＲＣ１はさらに、記録予約する番組の予定放送時間に影響を与える可能性のある妨害候補
番組Ｓｄｐを検出して妨害候補番組表Ｓｄｐｔを生成する。予約記録制御装置ＴＲＣ１は
、さらに、この妨害候補番組表Ｓｄｐｔと記録予約番組表情報Ｉｐｔｓに基づいて、記録
予約番組Ｓｒｐとその予約記録を妨害する可能性のある妨害候補番組Ｓｄｐを同時に表示
する予約－妨害番組表ＴＤｐを生成する。
　記録予約番組表情報Ｉｐｔｓに基づいて、予約記録制御装置ＴＲＣ１は、記録装置５２
で記録する番組、記録の開始、および記録の終了を制御する記録装置制御信号Ｓｃｒを生
成する。
【００１０】
　記録装置５２は、外部の多重放送波デコーダに接続されて放送波に含まれる番組信号Ｓ
ｐの入力を受けると共に、予約記録制御装置ＴＲＣ１に接続されて記録装置制御信号Ｓｃ
ｒの入力を受ける。記録装置５２は、記録装置制御信号Ｓｃｒに基づいて、記録予約され
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た番組を記録媒体に予約記録する。
【００１１】
　表示器５５は、予約記録制御装置ＴＲＣ１に接続されて、番組表情報Ｉｐｔおよび予約
－妨害番組表ＴＤｐの入力を受けて、それぞれの情報が示す内容を表示する。表示器５５
は、これらの番組情報を表示すると共に、メモリ（図示せず）に蓄積されている文字や図
形を読み出して、文字列やグラフィクスを表示してもよい。表示器５５は、さらに記録装
置５２に接続されて、番組信号Ｓｐの入力をうけて、放送中の番組、記録中の番組、或い
は記録再生中の番組を表示する。番組信号Ｓｐが、前述のコンピュータデータの場合には
、記録装置５２をコンピュータ装置に代えても良い。
【００１２】
　予約記録制御装置ＴＲＣ１は、放送予定番組メモリ５１、検出器５４、放送予定番組表
生成器１００、記録予約番組表生成器２００、記録予約番組メモリ２１０、および記録装
置制御器２２０を含む。放送予定番組メモリ５１は、外部の多重放送波デコーダに接続さ
れて、入力される番組情報Ｉｔに含まれる情報のうち、少なくとも放送番組の放送局Ｉｂ
ｓ、放送日Ｉｂｄ、放送開始時間Ｉｂｂ、放送終了時間Ｉｂｅ、およびジャンルＩｂｊを
表す情報を蓄積する。
【００１３】
　図２および図３を参照して、文字多重放送でテレビ番組が放送される場合の番組表を表
す番組情報Ｉｔについて説明する。なお、本例においては、テレビジョン番組に例を引い
て説明しているが、本発明はテレビジョン番組の予約記録に限定されないことは言うまで
もない。図２に、一例を示すように、番組情報Ｉｔは各種情報を表す個々のコードから成
る。つまり、放送局情報Ｉｂｓは、放送局を特定する放送局コードＣａから成る。放送日
情報Ｉｂｄは、放送開始年を特定する放送開始年コードＣｂと放送開始月を特定する放送
開始月コードＣｃと放送開始日を特定する放送開始日コードＣｄとから成る。放送開始時
間情報Ｉｂｂは、放送開始時間を特定する放送開始時コードＣｅと放送開始分を特定する
放送開始分コードＣｆと放送開始秒を特定する放送開始秒コードＣｇとから成る。放送終
了時間情報Ｉｂｅは、放送終了時間を特定する放送終了時コードＣｈと、放送終了分を特
定する放送終了分コードＣｉと放送終了秒を特定する放送終了秒コードＣｊから成る。そ
してジャンル情報Ｉｂｊは、放送番組のジャンルを特定する番組ジャンルコードＣｋであ
る。これらのコードからなる番組情報Ｉｔのパケットが放送波の垂直帰線期間に重畳され
て放送される。
【００１４】
　さらに、ジャンル情報Ｉｂｊを表す番組ジャンルコードＣｋは、図３に示すように、ジ
ャンルの内容別を表すサブコードＣｋから成る。これらのサブコードＣｋには、例えば、
映画を表すサブコードＣｋ１、ドラマを表すサブコードＣｋ２、スポーツを表すサブコー
ドＣｋ３、音楽を表すサブコードＣｋ４、芸能を表すサブコードＣｋ５、アニメを表すサ
ブコードＣｋ６、ニュースを表すサブコードＣｋ７、教育を表すサブコードＣｋ８、趣味
を表すサブコードＣｋ９、そしてその他を表すサブコードＣｋ１０を含む。
　このように、本発明においては、番組を識別するための情報である番組情報Ｉｔを予め
放送予定番組メモリ５１に蓄積する。また、上記のように、テレビ番組放送に例を引いて
、番組情報Ｉｔについて説明したが、今後予定されているコンピュータデータに代表され
るデータ放送についても、番組情報Ｉｔは同様に構成される。
【００１５】
　図１に戻って、放送予定番組表生成器１００は、放送予定番組メモリ５１に接続されて
、放送予定番組メモリ５１に蓄積されている前記番組情報Ｉｔに基づいて、現時刻の前後
の所定時間範囲に渡って放送が予定されている番組の内容を示す番組表情報Ｉｐｔを生成
する。
　表示器５５は、放送予定番組表生成器１００に接続されて、番組表情報Ｉｐｔに基づい
て、放送予定番組の内容を表示する。ユーザは、この表示器５５に表示される放送予定の
番組表を見ながら、記録予約する番組を選択するべく操作入力器５６を操作して、記録予
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約指示信号Ｓｃを生成する。
【００１６】
　記録予約番組表生成器２００は、放送予定番組表生成器１００に接続されて番組表情報
Ｉｐｔの入力を受けると共に、操作入力器５６に接続されて記録予約指示信号Ｓｃの入力
を受ける。記録予約番組表生成器２００は、記録予約指示信号Ｓｃに基づいて、ユーザが
記録予約を指示する番組を特定する記録予約番組表情報Ｉｐｔｓを生成する。記録予約番
組表情報Ｉｐｔｓは、記録予約する放送番組の放送局Ｉｂｓ、放送日Ｉｂｄ、放送開始時
間Ｉｂｂ、放送終了時間Ｉｂｅ、およびジャンルＩｂｊのそれぞれを表す記録予約放送局
Ｓｂｓ、予約記録開始時間Ｓｒｓｔ、予約記録終了時間Ｓｒｅｔ、および番組ジャンルコ
ードＣｋの各種記録予約番組パラメータからなる。
【００１７】
　検出器５４は、放送予定番組メモリ５１に接続されて番組情報Ｉｔの入力を受けると共
に、記録予約番組表生成器２００に接続されて記録予約放送局Ｓｂｓおよび予約記録開始
時間Ｓｒｓｔの入力を受ける。検出器５４は、番組情報Ｉｔを記録予約放送局Ｓｂｓおよ
び予約記録開始時間Ｓｒｓｔと所定の番組の内容を表すジャンルコードＣｋＮ（Ｎは正の
整数）で検索して、記録予約した番組の放送開始時間に影響を与える可能性のある番組、
つまり予約記録妨害候補番組Ｓｄｐを探し出す。なお、簡便化のために、以降、番組予約
記録妨害候補番組Ｓｄｐを妨害候補番組Ｓｄｐと略称する。
【００１８】
　そして、検出器５４は探し出した妨害候補番組Ｓｄｐの内容を表す妨害候補番組表Ｓｄ
ｐｔを作成する。つまり、検出器５４は、放送予定番組メモリ５１に記録されている番組
情報Ｉｔを検索して、その放送局情報Ｉｂｓが記録予約放送局Ｓｂｓと同一で、放送開始
時間情報Ｉｂｂが予約記録開始時間Ｓｒｓｔより早く、且つ番組ジャンルコードＣｋが所
定の番組ジャンルコードＣｋＮと一致する番組Ｓｄｐを全て見つけだして妨害候補番組表
Ｓｄｐｔを生成する。
【００１９】
　所定の番組ジャンルコードＣｋＮは、スポーツ中継などのように、ゲームが終了するま
で放送終了時間が延長されることが多いジャンルが選ばれる。この意味において番組ジャ
ンルコードＣｋＮは、予約記録妨害ジャンルコードＣｋＮと定義できる。この意味におい
て、予約記録妨害ジャンルＣｋＮはスポーツ中継以外の任意のジャンルを予め設定してお
いても良いし、ユーザが操作入力器５６を操作して記録予約するさいに任意のジャンルを
予約記録妨害ジャンルＣｋＮとして入力するように構成しても良い。
【００２０】
　記録予約番組表生成器２００は、さらに検出器５４に接続されて、妨害候補番組表Ｓｄ
ｐｔの入力を受けて、既に生成した記録予約番組表情報Ｉｐｔｓと妨害候補番組表Ｓｄｐ
ｔを対比して表示する予約－妨害番組表ＴＤｐを生成する。表示器５５は、記録予約番組
表生成器２００に接続されて、予約－妨害番組表ＴＤｐの内容を表示してユーザに提示す
る。
　ユーザは、表示器５５に表示された予約－妨害番組表ＴＤｐを見て、記録予約する番組
の予約記録終了時間Ｓｒｅｔを延長するか否かを判断する。そして、ユーザは、その判断
結果と共に延長する場合には延長時間Ｔｐを操作入力器５６を用いて記録予約指示信号Ｓ
ｃとして記録予約番組表生成器２００（予約記録制御装置ＴＲＣ１）に入力する。
【００２１】
　記録予約番組表生成器２００は、記録予約指示信号Ｓｃに基づいて、予約記録終了時間
Ｓｒｅｔを延長時間Ｔｐ分だけ延長した時間に書き換えて、記録予約番組表情報Ｉｐｔｓ
を再生成すると共に表示器５５および記録予約番組メモリ２１０に出力する。
【００２２】
　記録予約番組メモリ２１０は、記録予約番組表生成器２００に接続されて、再生成され
てた記録予約番組表情報Ｉｐｔｓの入力を受けて保存する。
【００２３】
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　表示器５５は、記録予約番組表情報Ｉｐｔｓの内容を前述の予約－妨害番組表ＴＤｐの
一部としてユーザに提示する。ユーザは提示された記録予約番組表情報Ｉｐｔｓの内容が
満足であれば、その旨を操作入力器５６を操作して記録予約指示信号Ｓｃとして記録予約
番組表生成器２００に入力する。一方、記録予約番組表情報Ｉｐｔｓの内容が不満足であ
れば、ユーザは表示器５５に表示される予約－妨害番組表ＴＤｐを確認しながら、所望な
延長時間Ｔｐを決定して入力する。つまりユーザは、予約－妨害番組表ＴＤｐに表示され
る全妨害候補番組Ｓｄｐを考慮して、全記録予約番組Ｓｒｐについて、その予約記録終了
時間Ｓｒｅｔの延長時間Ｔｐを記録予約番組表生成器２００に入力して、記録予約番組表
情報Ｉｐｔｓを生成する。
【００２４】
　記録装置制御器２２０は記録予約番組メモリ２１０に接続されて、記録予約番組表情報
Ｉｐｔｓの入力を受ける。そして、記録装置制御器２２０は入力される記録予約番組表情
報Ｉｐｔｓに基づいて、記録予約番組表情報Ｉｐｔｓに規定されている記録予約放送局Ｓ
ｂｓ、予約記録開始時間Ｓｒｓｔ、および予約記録終了時間Ｓｒｅｔに基づいて、記録装
置５２の動作を制御する記録装置制御信号Ｓｃｒを生成する。なお、記録装置５２は例え
ばビデオテープレコーダ等の記録再生装置であり、放送番組を記録するものである。
　上述のように、ユーザが記録予約する番組を操作入力器５６を用いて入力すると、それ
に応じて予約記録制御装置ＴＲＣ１は記録予約された番組の終了時間（放送時間）に影響
を与える可能性の高い番組を列挙して、ユーザが記録装置５２の記録終了時間を所望の時
間だけ遅らせて設定することを特徴とする。
【００２５】
　図４に示すフローチャートを参照して、上述の予約記録制御装置ＴＲＣ１の動作につい
て説明する。
　先ず、ステップＳ２において、放送予定番組表生成器１００は放送予定番組メモリ５１
に記憶されている番組情報Ｉｔに基づいて、放送予定されている番組の内容を表す番組表
情報Ｉｐｔを作成する。この番組表情報Ｉｐｔに基づいて、表示器５５は放送予定されて
いる番組表Ｐｔを画像として表示する。
【００２６】
　ステップＳ４において、ステップＳ２でユーザは表示器５５に表示された番組表Ｐｔを
参考にして、記録予約したい番組を決定する。そして、ユーザは操作入力器５６を操作し
て、決定した記録予約の内容を表す記録予約指示信号Ｓｃを生成して、予約記録制御装置
ＴＲＣ１に出力する。予約記録制御装置ＴＲＣ１の記録予約番組表生成器２００は、入力
された記録予約指示信号Ｓｃに基づいて、予約記録の設定を行い記録予約番組表情報Ｉｐ
ｔｓを生成する。つまり、記録予約番組表生成器２００は記録予約指示信号Ｓｃにもとづ
いて、放送予定番組表生成器１００から入力される番組表情報Ｉｐｔから、記録予約する
番組の放送局情報Ｉｂｓ（放送局コードＣａ）、放送日情報Ｉｂｄ（放送開始年コードＣ
ｂ、放送開始月コードＣｃ、放送開始日コードＣｄ）、放送開始時間情報Ｉｂｂ（放送開
始時コードＣｅ、放送開始分コードＣｆ、放送開始秒コードＣｇ）、放送終了時間情報Ｉ
ｂｅ（放送終了時コードＣｈ、放送終了分コードＣｉ、放送終了秒コードＣｊ）を抽出す
る。
【００２７】
　ステップＳ６において、記録予約番組表生成器２００は検出器５４を用いて、予約記録
番組と同じ放送局、つまり同じチャンネルで放送され、この予約記録番組の放送時間以前
に放送される予定の特定のジャンルの番組の有無を検出する。つまり、記録予約された番
組の記録予約放送局Ｓｂｓと同じ放送局情報Ｉｂｓと、予約記録開始時間Ｓｒｓｔより以
前の放送開始時間情報Ｉｂｂと、所定の番組の内容を表すジャンルコードＣｋＮとを有す
る番組を妨害候補番組Ｓｄｐとして検出するために、検出器５４は放送予定番組メモリ５
１に記憶されている番組情報Ｉｔを検索する。特定のジャンルの番組を表すコードＣｋＮ
としては、例えばスポーツを示すサブコードＣｋ３が設定される。
【００２８】
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　ステップＳ８において、ステップＳ６の検索の結果、妨害候補番組Ｓｄｐが検出されな
かった場合、つまり、該当する放送局情報Ｉｂｓ、放送開始時間情報Ｉｂｂ、および番組
ジャンルコードＣｋＮを有する番組を検出しなかった場合には、Ｎｏと判断される。そし
て、処理はステップＳ３８に進む。
　ステップＳ３８において、放送終了時間情報Ｉｂｅを予約記録終了時間Ｓｒｅｔに設定
して処理を終了する。
【００２９】
　一方、ステップＳ８において、妨害候補番組Ｓｄｐが検出された場合、つまりスポーツ
（Ｃｋ３）のように放送終了時間情報Ｉｂｅに規定される終了時間に終了せずに、記録予
約した番組の予約記録開始時間Ｓｒｓｔを超えて放送が延長される可能性のある番組があ
る場合には、ＹＥＳと判断されてステップＳ１０に進む。
【００３０】
　ステップＳ１０において、検出器５４は、探し出された全妨害候補番組Ｓｄｐの内容を
表す妨害候補番組表Ｓｄｐｔを生成する。そして、記録予約番組表生成器２００は、妨害
候補番組表Ｓｄｐｔと番組表情報Ｉｐｔに基づいて予約－妨害番組表ＴＤｐを生成する。
更に、表示器５５はこの予約－妨害番組表ＴＤｐを表示する。
【００３１】
　ステップＳ１２において、ユーザは表示器５５に表示される、予約－妨害番組表ＴＤｐ
をみて、予約記録番組の予約記録終了時間Ｓｒｅｔを繰り下げるか否かを判断する。予約
記録終了時間Ｓｒｅｔを繰り下げない場合には、前述のステップＳ３８に進んだ後に処理
を終了する。一方、予約記録終了時間Ｓｒｅｔを繰り下げる場合には、ステップＳ１４に
進む。
【００３２】
　ステップＳ１４において、記録予約番組表生成器２００は、検出された妨害候補番組Ｓ
ｄｐ毎に対応して、予め定められた基準延長時間Ｔｐｐを予約－妨害番組表ＴＤｐ中に表
示する。そして、処理は次のステップＳ１６に進む。
【００３３】
　ステップＳ１６において、ユーザは、記録予約番組Ｓｒｐの予約記録終了時間Ｓｒｅｔ
を延長する延長時間Ｔｐとして、基準延長時間Ｔｐｐが適切であるか否かを判断する。基
準延長時間Ｔｐｐが適切であると判断した場合は、ステップＳ２０に進む。
【００３４】
　ステップＳ２０において、延長時間初期値を延長時間Ｔｐに設定する。そして、処理は
ステップＳ３６に進む。
【００３５】
　一方、ステップＳ１６で基準延長時間Ｔｐｐが適切で無いと判断した場合は、ステップ
Ｓ１８に進む。
　ステップＳ１８において、ユーザは操作入力器５６を用いて、延長時間Ｔｐを入力する
。そして、処理はステップＳ３６に進む。
【００３６】
　ステップＳ３６において、予約記録終了時間Ｓｒｅｔを延長時間Ｔｐだけ延長した時間
に書き換えて、記録予約番組表情報Ｉｐｔｓを再生成すると共に記録予約番組メモリ２１
０に記録する。
【００３７】
　また、ステップＳ８およびステップＳ１２で、Ｎｏと判断された場合には、ステップＳ
３８において、記録予約番組Ｓｒｐの放送終了時間Ｉｂｅを予約記録終了時間Ｓｒｅｔに
設定して、記録予約番組表情報Ｉｐｔｓを再生成すると共に記録予約番組メモリ２１０に
記録する。
【００３８】
　このようにして、本発明の予約記録制御装置ＴＲＣ１によれば、記録予約する番組と同
放送局（チャンネル）の番組で、その記録予約する番組以前に放送予定で特定のジャンル
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の番組である番組予約記録妨害番組が有る場合、その旨を予約記録妨害番組表としてユー
ザに提示すると共に、記録予約する番組の記録終了時刻の設定遅延の要否をユーザに問い
合わせる。そして、ユーザは、提示された予約記録妨害番組表を考慮して、記録終了時刻
の変更を判断して、ユーザの使い勝手が良いように予約記録を実行することができる。
【００３９】
（第２実施例）
　図５および図６を参照して、本発明の第２実施例にかかる予約記録制御装置について説
明する。図５に示すように、本実施例にかかる予約記録制御装置ＴＲＣ２は、図１に示し
た予約記録制御装置ＴＲＣ１の記録予約番組表生成器２００と記録予約番組メモリ２１０
の間に、記録予約番組管理器２０２が追加された構成を有している。なお、この追加され
た記録予約番組管理器２０２と記録予約番組表生成器２００とで第１記録予約管理器２０
０Ａを構成している。
【００４０】
　記録予約番組管理器２０２は、ユーザが記録予約する番組の予約記録終了時間Ｓｒｅｔ
を所望の延長時間Ｔｐだけ延長する場合に、図４を参照して述べたステップＳ１８あるい
はステップＳ２０で更新された予約記録終了時間Ｓｒｅｔで記録予約番組表情報Ｉｐｔｓ
を検索して、この記録延長により予約記録時間に影響を受ける可能性のある後続の記録予
約番組Ｓｒｐを記録予約被害候補番組Ｓｖｐとして探し出す。この場合、記録予約放送局
Ｓｂｓは検索条件ではない。
　なお、簡便化のために、以降、記録予約被害候補番組Ｓｖｐを被害候補番組Ｓｖｐと略
称する。また、予約記録終了時間Ｓｒｅｔが延長されれば、後続の被害候補番組Ｓｖｐに
対して妨害候補番組Ｓｄｐとして働く可能性がある記録予約番組Ｓｒｐを加害候補番組Ａ
ｐｃと称する。
【００４１】
　記録予約番組管理器２０２はさらに、検出された全被害候補番組Ｓｖｐを表す被害候補
番組表Ｓｖｐｔを生成して表示器５５に出力する。
　ユーザは、表示器５５に表示された被害候補組表Ｓｖｐｔを見て、記録予約する番組の
予約記録終了時間Ｓｒｅｔを延長するか否かを判断する。そして、ユーザは、その判断結
果と共に延長する場合には、操作入力器５６を用いて延長時間Ｔｐを記録予約指示信号Ｓ
ｃとして記録予約番組表生成器２００（予約記録制御装置ＴＲＣ２）に入力する。
【００４２】
　番組を一つだけ記録予約する場合には、上述の第１実施例におけるように、先行する妨
害候補番組Ｓｄｐによる影響を避けるために、記録予約番組Ｓｒｐの予約記録終了時間Ｓ
ｒｅｔを所定の延長時間Ｔｐだけ延長することが有効である。しかし、複数の番組を記録
予約する場合には、記録予約番組Ｓｒｐの一つの予約記録終了時間Ｓｒｅｔを延長すると
、後続の記録予約番組Ｓｒｐの放送開始時間情報Ｉｂｂにまで食い込んでしまうことがあ
る。特に、この二つの記録予約番組Ｓｒｐの放送元が違っている場合には、後続の記録予
約番組Ｓｒｐの放送開始時間Ｉｂｂになっても、先行する記録予約番組Ｓｒｐが引き続き
記録されることがある。この場合、先行する記録予約番組Ｓｒｐが後続の記録予約番組に
対して妨害候補番組Ｓｄｐとして振る舞う。
　そのため、本実施例においては、第１記録予約管理器２００Ａによって、一つの記録予
約番組ＳｒｐＯ（Ｏは正の整数）が後続の記録予約番組ＳｒｐＰ（ＰはＯより大きな整数
）に対して妨害候補番組Ｓｄｐとなり得る場合を検出してユーザに適切な対応を問いかけ
るものである。ユーザは、この第１記録予約管理器２００Ａからの問いかけに対して、自
身の意志を伝える記録予約指示信号Ｓｃを第１記録予約管理器２００Ａに入力する。記録
予約番組管理器２０２は、このユーザの意志（Ｓｃ）に基づいて、記録予約番組表情報Ｉ
ｐｔｓＲを生成する。記録予約番組メモリ２１０は、この記録予約番組表情報ＩｐｔｓＲ
を記録し、記録装置制御器２２０は記録予約番組表情報ＩｐｔｓＲに基づいて記録装置制
御信号Ｓｃｒを生成する。
【００４３】
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　図６に示すフローチャートを参照して、上述の予約記録制御装置ＴＲＣ２の動作につい
て説明する。図６のフローチャートは、図４に示すフローチャートのステップＳ１８とス
テップＳ３６の間に、ステップＳ２２、ステップＳ２４、ステップＳ２６、およびステッ
プＳ３４が挿入されている。ゆえに、図４を参照して既に説明済みの動作についての説明
は省いて、これら新たに挿入されたステップに関連する動作についてのみ説明する。
【００４４】
　つまり、ステップＳ２からステップＳ１６の処理を経て、ステップＳ１８あるいはステ
ップＳ２０で延長時間Ｔｐが適正に設定された後、ステップＳ２２に進む。
【００４５】
　ステップＳ２２において、記録予約番組管理器２０２は、更新された予約記録終了時間
Ｓｒｅｔで記録予約番組表情報Ｉｐｔｓを検索して、ステップＳ１２において指示された
予約記録終了時間Ｓｒｅｔの延長により影響を受ける可能性のある被害候補番組Ｓｖｐを
探し出す。そして、処理は次のステップＳ２４に進む。
【００４６】
　ステップＳ２４において、被害候補番組Ｓｖｐが検出されたか否かが判断される。被害
候補番組Ｓｖｐが検出されなかった場合には、Ｎｏと判断されて、ステップＳ３６に進む
。一方、被害候補番組Ｓｖｐが検出された場合には、Ｙｅｓと判断されて、ステップＳ２
６に進む。
【００４７】
　ステップＳ２６において、記録予約番組管理器２０２は、被害候補番組Ｓｖｐの全てを
表す被害候補番組表Ｓｖｐｔを生成して、表示器５５に出力して表示させる。そして、処
理はステップＳ３４に進む。
【００４８】
　ステップＳ３４において、ユーザは被害候補番組表Ｓｖｐｔに表示される個々の被害候
補番組Ｓｖｐに対する、ステップＳ１２に於ける予約記録終了時間Ｓｒｅｔ延長を実行し
た場合の影響を検討する。そして、ユーザはその延長処理を実行するか否かを判断する。
ステップＳ１２に於ける延長を実行する場合には、ステップＳ３６に進む。一方、延長を
実行しない場合は、ステップＳ３８に進む。
【００４９】
　上述のように、ステップＳ２２およびＳ２４において、被害候補番組Ｓｖｐ（ＳｒｐＯ
）の予約記録終了時間Ｓｒｅｔを延長時間Ｔｐだけ遅延させた時間で（Ｓｒｅｔ）で、後
続の記録予約番組Ｓｒｐの予約記録開始時間Ｓｒｓｔを検索することによって、この延長
時間Ｔｐだけ遅延させた番組の後続の記録予約番組Ｓｒｐで被害候補番組Ｓｖｐになるも
のの有無を検出する。ユーザは、ステップＳ２６で呈示された検索結果をみて、ステップ
Ｓ３４で被害候補番組Ｓｖｐの予約記録終了時間Ｓｒｅｔ延長の是非を判断する。そして
、ユーザの判断結果によって、上述のステップＳ３６或いはステップＳ３８で予約記録終
了時間Ｓｒｅｔが然るべく設定される。このように、本実施例においては、被害候補番組
Ｓｖｐが見つかっても、その予約記録終了時間Ｓｒｅｔを単純に延長することによって、
その被害候補番組ＳｖｐＯ自体が後続の記録予約番組Ｓｒｐに対して妨害候補番組Ｓｄｐ
になってしまう事態を避けることができる。
【００５０】
（第３実施例）
　図７および図８を参照して本発明の第３実施例にかかる予約記録制御装置について説明
する。図７に示すように、本実施例にかかる予約記録制御装置ＴＲＣ３は、図５に示した
予約記録制御装置ＴＲＣ２の記録予約番組管理器２０２を記録可能時間検出器２０４と交
換した構成を有している。そして、この記録可能時間検出器２０４と記録予約番組表生成
器２００とで第２記録予約管理器２００Ｂを構成している。
【００５１】
　記録可能時間検出器２０４は、記録装置５２に接続されて、記録装置５２の記録媒体に
残された記録可能時間Ｔｒｔを検出して、記録予約容量信号Ｓａｒｔを生成する。記録可
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能時間検出器２０４は、記録予約容量信号Ｓａｒｔを表示器５５に出力して、記録装置５
２の記録可能時間Ｔｒｔを呈示する。
　ユーザは、表示器５５に表示された記録可能時間を見て、記録予約するか否か、記録予
約された番組の予約記録終了時間Ｓｒｅｔを延長するか否かを判断する。そして、ユーザ
は、操作入力器５６を用いて判断結果を記録予約指示信号Ｓｃとして記録予約番組表生成
器２００に入力する。
【００５２】
　図８に示すフローチャートを参照して、上述の予約記録制御装置ＴＲＣ３の動作につい
て説明する。図８のフローチャートは、図６に示すフローチャートのステップＳ２２の後
に、ステップＳ２８が追加され、ステップＳ２４とＳ２６がステップＳ３０とＳ３２に交
換されている。ゆえに、図６を参照して既に説明済みの動作を省いて、これら新たなステ
ップに関連する動作についてのみ説明する。
【００５３】
　第２実施例にかかる予約記録制御装置ＴＲＣ２におけるのと同様に、ステップＳ２から
ステップＳ２２の処理を経て、被害候補番組Ｓｖｐを探し出した後、ステップＳ２８に進
む。
【００５４】
　ステップＳ２８において、記録可能時間検出器２０４が記録可能時間Ｔｒｔを検出する
。
【００５５】
　ステップＳ３０では、記録可能時間Ｔｒｔに基づいて、記録可能時間検出器２０４は、
記録装置５２の記録媒体の記録可能時間が、ステップＳ１８およびステップＳ２０で設定
された延長時間Ｔｐに対して、十分であるか否かを判断する。Ｙｅｓの場合は、ステップ
Ｓ３６に進んで、延長時間Ｔｐだけ予約記録終了時間Ｓｒｅｔを延長する。一方、Ｎｏの
場合は、ステップＳ３２に進む。
【００５６】
　ステップＳ３２では、表示器５５は、記録可能時間検出器２０４から入力される記録予
約容量信号Ｓａｒｔに基づいて、記録装置５２の記録媒体の記録可能時間Ｔｒｔと共に被
害候補番組Ｓｖｐをユーザに呈示する。そして、処理はステップＳ３４に進む。
【００５７】
　上述のように、ステップＳ２８で記録装置５２の記録可能時間Ｔｒｔを検出し、その記
録可能時間ＴｒｔがステップＳ１８およびＳ２０で設定された延長時間Ｔｐより長い時は
、ステップＳ３６でユーザの意志どおりに予約記録終了時間Ｓｒｅｔを延長時間Ｔｐだけ
延長遅延させる。一方、記録可能時間Ｔｒｔが延長時間Ｔｐより短い時には、ステップＳ
３２でその旨をユーザに呈示し、ステップＳ３４でユーザの判断を促す。このようにして
、本実施例においては、記録装置５２の記録媒体の残容量（記録可能時間）に応じて、記
録予約時間の延長の方法を選択できる。
【００５８】
（第４実施例）
　図９および図１０を参照して本発明の第４実施例にかかる予約記録制御装置について説
明する。図９に示すように、本実施例にかかる予約記録制御装置ＴＲＣ４は、図１に示し
た予約記録制御装置ＴＲＣ１の記録予約番組表生成器２００と記録予約番組メモリ２１０
の間に基準延長時間更新器２０６を挿入した構成を有している。そして、この基準延長時
間更新器２０６と記録予約番組表生成器２００とで第３記録予約管理器２００Ｃを構成し
ている。
【００５９】
　基準延長時間更新器２０６は、記録予約番組表生成器２００から入力される記録予約番
組表情報Ｉｐｔｓに基づいて、ユーザが指示する延長時間Ｔｐの各時間ごとの統計をとる
。そして、その統計結果で、一番ユーザの選択頻度の高い延長時間Ｔｐを基準延長時間Ｔ
ｐｐとして記録予約番組表生成器２００に出力する。このように、ユーザの選択頻度に基
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づいて、基準延長時間Ｔｐｐを自動更新することによって、ユーザが予約記録制御装置Ｔ
ＲＣ４が提案する延長時間Ｔｐの代わりに延長時間Ｔｐを入力し直す煩わしさを軽減する
ことができる。
【００６０】
　図１０を参照して、予約記録制御装置ＴＲＣ４の動作について説明する。図１０のフロ
ーチャートは、図４に示すフローチャートのステップＳ３６の後に、ステップＳ４０およ
びステップＳ４２が追加されている。ゆえに、図４を参照して既に説明済みの動作説明は
省いて、これら新たなステップに関連する動作についてのみ説明する。
【００６１】
　第１実施例にかかる予約記録制御装置ＴＲＣ１におけるのと同様に、ステップＳ２から
ステップＳ３６の処理を経て、ステップＳ４０において、基準延長時間更新器２０６は延
長時間Ｔｐの統計をとる。
【００６２】
　ステップＳ４２で、基準延長時間更新器２０６は、ステップＳ４０でとった統計におい
て、一番頻度の高い延長時間Ｔｐを基準延長時間Ｔｐｐとして記録予約番組表生成器２０
０に出力する。
　このようにユーザの選択した延長時間Ｔｐの統計を取り、その統計データのうち、適応
的な値を基準延長時間Ｔｐｐとして記憶すると共に、記録予約番組表生成器２００に出力
する。次回の操作時のステップＳ１４では、更新された基準延長時間Ｔｐｐがユーザに提
案される。統計は、ジャンル毎にとられ、またジャンルごとに初期値が設定されるもので
あっても良い。
【００６３】
　なお、以上の実施例において、ユーザが設定する時間は予約記録終了時間Ｓｒｅｔを遅
らせる延長時間Ｔｐを入力するばかりでなく、予約記録終了時間Ｓｒｅｔ自体を入力する
ようにしても良い。以上のように、本実施例においては、基準延長時間Ｔｐｐが過去の延
長時間の統計結果を用いて設定されているので、ユーザの延長時間設定操作の煩わしさを
軽減して、記録予約番組を途中でとぎらすこと無く記録することが実現できる。
【００６４】
　以上のように本発明にかかる予約記録制御装置は、記録予約する場合に、蓄積されてい
る番組情報を用いて、記録予約する番組の以前に延長する可能性の高い番組があるかどう
かを検出する。その検出結果に基づいて、予約記録終了時間を放送終了時間より所定の時
間遅らせて設定することができる。それゆえに、以前の番組が延長したことで記録が途中
で切れるということを減らすことができる。また、ユーザに、記録予約する番組の以前に
延長する可能性の高い番組があるかどうかを知らしめることができるので、ユーザに記録
予約を延長するかどうかを判断する機会を与えることができる。
【００６５】
　また、ユーザが、検出された番組の内容に応じて最適な記録終了時間の設定することが
できる。
　また、ユーザが過去に設定した延長時間Ｔｐで一番頻度の高いものを基準延長時間Ｔｐ
ｐに設定できるので、ユーザが最適な記録終了時間を設定する煩わしさを軽減することが
できる予約記録制御装置を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１実施例にかかる予約記録制御装置を組み込んだ予約記録装置を示
すブロック図である。
【図２】　本発明にかかる放送番組を表す番組情報の一例を示す図である。
【図３】　図２に示した番組情報を構成する番組ジャンルコードのサブコードの一例を示
す図である。
【図４】　図１に示す予約記録制御装置の動作を示すフローチャートである。
【図５】　本発明の第２実施例にかかる予約記録制御装置を組み込んだ予約記録装置を示
すブロック図である。
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【図６】　図５に示す予約記録制御装置の動作を示すフローチャートである。
【図７】　本発明の第３実施例にかかる予約記録制御装置を組み込んだ予約記録装置を示
すブロック図である。
【図８】　図７に示す予約記録制御装置の動作を示すフローチャートである。
【図９】　本発明の第４実施例にかかる予約記録制御装置を組み込んだ予約記録装置を示
すブロック図である。
【図１０】　図９に示す予約記録制御装置の動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
　ＴＲＡ１、ＴＲＡ２、ＴＲＡ３、ＴＲＡ４　予約記録装置
　ＴＲＣ１、ＴＲＣ２、ＴＲＣ３、ＴＲＣ４　予約記録制御装置
　５１　放送予定番組メモリ
　５２　記録装置
　５４　検出器
　５５　表示器
　５６　操作入力器
　１００　放送予定番組表生成器
　２００　記録予約番組表生成器
　２００Ａ　第１記録予約管理器
　２００Ｂ　第２記録予約管理器
　２００Ｃ　第３記録予約管理器
　２０２　記録予約番組管理器
　２０４　記録可能時間検出器
　２０６　基準延長時間更新器
　２１０　記録予約番組メモリ
　２２０　記録装置制御器
　Ｉｔ　番組情報
　Ｉｂｓ　放送局情報
　Ｉｂｄ　放送日情報
　Ｉｂｂ　放送開始時間情報
　Ｉｂｅ　放送終了時間
　Ｉｂｊ　ジャンル情報
　Ｃａ　放送局コード
　Ｃｂ　放送開始年コード
　Ｃｃ　放送開始月コード
　Ｃｄ　放送開始日コード
　Ｃｅ　放送開始時コード
　Ｃｆ　放送開始分コード
　Ｃｇ　放送開始秒コード
　Ｃｈ　放送終了時コード
　Ｃｉ　放送終了時コード
　Ｃｊ　放送終了時コード
　Ｃｋ　番組ジャンルコード
　Ｓｂｓ　記録予約放送局
　Ｓｒｓｔ　予約記録開始時間
　ＣｋＮ　ジャンルコード
　Ｓｄｐｔ　妨害候補番組表
　Ｓｃ　記録予約指示信号
　Ｔｐ　延長時間
　ＴＤｐ　予約－妨害番組表
　Ｉｐｔ　番組表情報
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　Ｉｐｔｓ、ＩｐｔｓＲ　記録予約番組表情報
　Ｓｖｐｔ　被害候補組表
　Ｓｃｒ　記録装置制御信号
　Ｓｐ　番組信号
　Ｔｒｔ　記録可能時間
　Ｓａｒｔ　記録予約容量信号
　Ｔｐｐ　基準延長時間

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】
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【図１０】
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